
 

題材名：情報の技術によって、よりよい生活と持続可能な社会の構築を目指そう 

   ～見方・考え方を働かせて、生活や社会でよりよく利用できるｺﾝﾃﾝﾂｱﾌﾟﾘを開発しよう～ 

 

 

１．題材の目標 

 

 

２．評価規準 

(1) 題材の評価規準 

(2) 内容のまとまりごとの評価規準 

① 生活や社会を支える情報の技術の評価規準 

② ネットワークを利用した双方向性コンテンツのプログラミングによる問題の解決の評価規準 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評
価
規
準 

 生活や社会で利用されている情
報の技術についての科学的な原理・
法則や基本的な技術の仕組み、情報
モラルの必要性及び、情報の使いや
すさや分かりやすさ、情報の技術と
生活や社会、安全性との関わりにつ
いても理解しているとともに、安
全・適切なプログラムの制作、動作
の確認及びデバック等ができる技
能を身に付けている。 

情報通信ネットワークにかかわ
る問題を見いだして、必要な機能を
もつコンテンツのプログラムの設
計・制作などの課題を設定し、解決
策を構想し、実践を評価・改善し、
表現するなどして、課題を解決する
力を身に付けているとともに、より
よい生活や安心・安全で持続可能な
社会の構築を目指して情報の技術
を評価し、適切に選択、管理・運用、
改良、応用する力を身に付けてい
る。 

よりよい生活や安心・安全で持続
可能な社会の構築を目指して、課題
の解決に主体的に取り組んだり、振
り返って改善したりして情報の技
術を工夫し創造しようとしている。 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評
価
規
準 

情報についての科学的な原理・法
則や基礎的な技術の仕組み及び、情
報モラルの必要性及び情報の技術
と安全性との関わりについて理解
している。 

生活や社会で利用されている情
報の技術に込められた工夫を安全
性との関わりなどの視点から読み
取り、情報の技術の見方・考え方に
気づいている。 

よりよい生活や持続可能な社会
の構築を目指して、進んで情報の技
術と関わり、主体的に理解し、技能
を身に付けようとしている。 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評
価
規
準 

情報通信ネットワーク上で安全
に情報を利用する仕組みについて
理解し、安全・適切に順次、分岐、
反復という情報処理の手順や構造
を入力し、プログラムの編集・保存、
動作の確認、デバック等ができる技
能を身に付けている。 

生活や社会の中から情報通信ネ
ットワークの安全性等に係る問題
を見いだいして課題を設定し、条件
を踏まえて構想し、情報処理の手順
を具体化し、合理的な解決作業につ
いて考え、課題の解決結果や解決過
程を評価、改善及び修正する力を身
に付けている。 

よりよい生活や持続可能な社会
の構築を目指して、進んで情報の技
術と関わり、主体的に理解し、技能
を身に付けようとしたり、振り返っ
て改善・修正しようとしている。 

技術・家庭科（技術分野） 第２学年 題材指導計画             沖縄県版【R６】 

内容のまとまり 

内容「Ⅾ 情報の技術」 

（１）生活や社会を支える情報の技術 

（２）ネットワークを利用した双方向性コンテンツのプログラミングによる問題の解決 

 情報の技術の見方・考え方を働かせ、安心・安全で利便性のある双方向性コンテンツのシステムを開発する実践的・

体験的な活動を通して、生活や社会で利用されている情報の技術についての基本的な理解を図り、それらに係る技能

を身につけ、情報の技術と情報を扱う上での安全性、使いやすさや分かりやすさについて理解を深める。生活や社会

の中から情報通信ネットワークに関わる問題を見いだして課題を設定し解決する力、よりよい生活や持続可能な社会

の構築に向けて、適切かつ誠実に情報の技術を工夫し創造しようとする実践的な態度を身に付ける。 



＜期待される生徒の姿＞ 
・ゲームのアップロードやバージョンアップするときに早く終わらないかなとか思っていたけれどゲームを作
っている側は大変だということがわかった。 

・作ったらそれまでと感じていたけどその作った段階ではまだいろんな問題点がありバージョンアップを繰り
返してより良くしていっていると意識が変わった。 

・色んな人がやっているような同じアプリを開発する際の機能をつけるとき、他にはない機能を付けないと他
のものに埋もれてしまう。そのため、新しい機能を考える時は気を付けたい。 

・プログラムは本当に難しくてそれの専門の人しかできないようなものだと思っていたけど、今回の授業を通
して基礎さえわかれば誰でもできるし新しいプログラムを自分でつくるのは達成感があると思った。 

３．題材構造図「Ⅾ 情報の技術 (１)及び(２)」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貫く課題 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
て
、
生
活
や
社
会
で
よ
り
よ
く
利
用
で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
ア
プ
リ
を
開
発
し
よ
う 

題材「情報の技術によって、よりよい生活と持続可能な社会の構築を目指そう」（全 18時間） 

」 
①情報の技術の仕組み 
②情報のデジタル化 
 生活や社会で情報の技術の仕
組みがどのように利用され、処
理されているか理解する。 
【システム】 （１）ア 

③④情報通信ネットワークの仕
組みとセキュリティ、モラル 

 安心・安全に情報をやり取り
するための仕組みや情報を利用
するための工夫を理解する 
【社会からの要求】【システ
ム】【情報の倫理】【セキュリテ
ィ】（１）ア 

⑤双方向性コンテンツによる問
題解決の工夫 

 既製品の技術に込められた開
発者の意図を読み取り、問題解
決の工夫について考える。 
【社会からの要求】【使用時の
安全性】【システム】【経済性】
【情報の倫理】【セキュリテ
ィ】 （１）イ 

⑦問題の発見、課題の設定 
 「基本プログラム」をグルー
プで体験し、利用方法について
の問題を見いだし、解決方法に
ついて考える。 
【社会からの要求】【使用時の
安全性】【システム】【経済性】
【情報の倫理】【セキュリテ
ィ】 （２）イ 

⑥基本プログラムの体験 
 双方向性のあるコンテンツの
基本的な仕組みを理解する。 
【社会からの要求】【システ
ム】（２） ア 

⑧⑨設計・計画 
 開発するコンテンツアプリに
必要な機能の情報処理の流れを
アクティビティ図で表現する。 
【社会からの要求】【使用時の
安全性】【システム】【経済性】
【情報の倫理】【セキュリテ
ィ】 （２）イ 

⑩⑪⑫制作 
 問題解決に向けて、設定した
課題を実現するために考えたア
クティビティ図を基にして、コ
ンテンツアプリの追加機能を制
作する。 
【社会からの要求】【使用時の
安全性】【システム】【経済性】
【情報の倫理】【セキュリテ
ィ】 （２）ア 

⑬⑭評価、改善・修正、再設
計・計画 

 開発中のコンテンツアプリを
紹介し、他者からの評価をもら
い、その中から出た意見を基
に、見方・考え方を働かせて、
コンテンツアプリのバージョン
アップを検討する。 
【社会からの要求】【使用時の
安全性】【システム】【経済性】
【情報の倫理】【セキュリテ
ィ】 （２）イ 

進んで情報の技術と関わ
り、主体的に理解し、技能を
身に付けようとしている。 

技術の見方・考え方を働か
せて、問題を見いだし、自分
なりの解決策を構想しよう
としている。 

自らの問題解決とその過程
を振り返り、よりよいもの
となるよう改善・修正しよ
うとしている。 

著作権等に気を付けて設定
するなど、知的財産を創造
し、保護及び活用しようと
している。 

⑮⑯バージョンアップ 
 中間発表を終え、新たな問題
解決に向けて、設定した課題を
実現するために考えたアクティ
ビティ図を基にして、コンテン
ツアプリのバージョンアップを
行う。 
【社会からの要求】【使用時の
安全性】【システム】【経済性】
【情報の倫理】【セキュリテ
ィ】 （２）ア 

⑰評価、改善・修正 
⑱新たな問題の発見 
 コンテンツアプリの開発の過
程を振り返り、個人・チームで
評価するとともに、新たな開発
へつながる問題点(改善点)を見
つけられる。 
【社会からの要求】【使用時の
安全性】【システム】【経済性】
【情報の倫理】【セキュリテ
ィ】 （２）イ 

よりよいコンテンツアプリ
になるように粘り強くデバ
ック等を行いながら、取り
組もうとしている。 



４．題材の指導計画               ≪●：記録に残す評価、○指導に生かす評価≫ 

時
数 

指
導 

要
領 

内
容
の 

ま
と
ま
り 

学
習 

過
程 

学習内容 

観点別学習状況の評価 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 
取り組む態度 

１
２ 

Ｄ 
(1) 
ア 

生
活
や
社
会
を
支
え
る
情
報
の
技
術 

既
存
の
技
術
の
理
解 

 
 
 

 
・生活や社会で情報の技術の仕組み

がどのように利用され、処理されて

いるか理解する。 
 
 
 
 
 

情報に関する
科 学 的 な 原
理・法則や情
報のデジタル
化、処理の自
動化などに関
わる基礎的な
情報の技術の
仕組みを理解
している。 

 

【評価方法】 

●小テスト 

○ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

進んで学習し

た 知 識 や 技

能、身につい

た思考力・判

断力・表現力

を生かし、生

活との関わり

を見つけよう

としている。

または、情報

の 技 術 の 見

方・考え方を

働かせて、技

術をとらえよ

う と し て い

る。 

 
【評価方法】 

●振り返り 

シート 

３
４ 

Ｄ 
(1) 
イ 

 
 
 

 
・安心・安全に情報をやり取りする

ための仕組みや情報を利用するため

の工夫を理解する。 

 
 
 
 

情報通信ネッ

トワークの仕

組みや情報セ

キュリティ、

サイバーセキ

ュリティ等に

つ い て 理 解

し、情報に関

する技術を利

用する場面に

おいて適正に

活用すること

ができる 

 

【評価方法】 

●小テスト 

○ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

５ 

Ｄ 
(1) 
イ 

 

 

 

・既製品の技術に込められた開発者

の意図を読み取り、問題解決の工夫

について考える。 

 

 

 

 

 

 技術の見方・

考え方を働か

せて、双方向

性コンテンツ

に込められた

問題解決の工

夫について考

えている。 

 

【評価方法】 

●ﾜｰｸｼｰﾄ 
 

６ 

Ｄ 
(2) 
ア 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
双
方
向
性
コ
ン
テ

ン
ツ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
よ
る
問
題
の
解
決 

基
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
体
験 

 
 
 
 

 

・基本プログラムを体験し、双方向

性のあるコンテンツの基本的な仕組

みを理解する 

 

基礎的なプロ
グラムの制作
ができる。 
 
【評価方法】 
●ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 

能力ﾃｽﾄ 

 

私たちが生活や社会で情報の技術
の仕組みをどのように利用してい
るのか理解しよう 

情報をやり取りする仕組みや情報
を安全に利用するための工夫を理
解しよう 

身の回りの製品に込められた開発
者の意図は何だろう 

チームで開発するコンテンツアプ
リを決定し、技術の見方・考え方を
働かせて、問題の発見・課題の設定
をしよう 



時
数 

指
導 

要
領 

内
容
の 

ま
と
ま
り 

学
習 

過
程 

学習内容 

観点別学習状況の評価 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 
取り組む態度 

７ 

Ｄ 
(2) 
イ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
双
方
向
性
コ
ン
テ
ン
ツ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
よ
る
問
題
の
解
決 

問
題
の
発
見
・
課
題
の
設
定 

 
 
 
 

 

・基本プログラムをチームで体験

し、利用方法についての問題を見い

だし、解決方法について考える。 

 

 基本プログラ

ムを体験し、

２つ以上の技

術の見方・考

え 方 を 働 か

せ、問題点を

見出して解決

策を考えるこ

とができる。 

 

【評価方法】 

●ﾜｰｸｼｰﾄ 
○開発ｼｰﾄ 
 

 

 

８
９ 

Ｄ 
(2) 
イ 

設
計
・
計
画 

 

 

 

 

・開発するコンテンツアプリに必要

な機能の情報処理の流れをアクティ

ビティ図で表現する 

 

 

 

 プログラミン

グの手順を整

理し、アクテ

ィビティ図で

表現すること

ができる 

 

【評価方法】 

●ﾍﾟｰﾊﾟｰﾃｽﾄ 
○開発ｼｰﾄ 
 

 情報の技術の
見方・考え方
を働かせて、
問題を見いだ
し、自分なり
の解決策を構
想して粘り強
く、制作に取
り組もうとし
ている。また
は、活動内容
を振り返り、
次時の学習の
見 通 し を 立
て、取り組も
う と し て い
る。 
 

【評価方法】 

●振り返り 
シート 

10 
11 
12 

Ｄ 
(2) 
ア 

製
作
・
制
作
・
育
成 

 

 

 

 

・問題解決に向けて、設定した課題

を実現するために考えたアクティビ

ティ図を基にして、コンテンツアプ

リの追加機能を制作する。 

 

 

 

 

 

プログラムの

処理の方法を

理解し、適切

なプログラム

の手順を具現

化することが

できる。 

 

【評価方法】 

●ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 

技能ﾃｽﾄ 

○ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 

 

13 
14 

Ｄ 
(2) 
イ 

評
価
、
改
善
・
修
正
、
再
設
計
・
計
画 

 

 

 

 

・開発中のコンテンツアプリを紹介

し、他者からの評価をもらい、その

中から出た意見を基に、見方・考え

方を働かせて、コンテンツアプリの

バージョンアップを検討する。 

 

 

 分類や記録シ

ートをもとに

新たな問題を

発見し、解決

方法を検討、

再設計・計画

する。 

 

【評価方法】 

○ﾜｰｸｼｰﾄ 
○開発ｼｰﾄ 

チームで開発するコンテンツアプ
リを決定し、技術の見方・考え方を
働かせて、問題の発見・課題の設定
をしよう 

チームで協力してコンテンツアプ
リの制作に必要な情報の流れをア
クティビティ図で表そう 

チームで協力して設計したアクテ
ィビティ図をもとにコンテンツア
プリの制作しよう 

開発中のコンテンツアプリを体験・
紹介し、利用者の声を開発に反映さ
せよう 



時
数 

指
導 

要
領 

内
容
の 

ま
と
ま
り 

学
習 

過
程 

学習内容 

観点別学習状況の評価 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 
取り組む態度 

15 
16 

Ｄ 
(2) 
ア 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
双
方
向
性
コ
ン
テ
ン
ツ
の 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
よ
る
問
題
の
解
決 

製
作
・
制
作
・
育
成 

 

 

 

 

 

・中間発表を終え、新たな問題解決

に向けて、設定した課題を実現する

ために考えたアクティビティ図を基

にして、コンテンツアプリのバージ

ョンアップを行う。 

 

設計・計画し

たアクティビ

テ ィ 図 を 基

に、プログラ

ムの再制作、

動作確認及び

デバック等が

できる。 

 

【評価方法】 

○ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 

 

  

17 
18 

Ｄ 
(2) 
イ 

評
価
、
改
善
・
修
正 

新
た
な
問
題
の
発
見 

 

 

 

 

・コンテンツアプリの開発の過程を

振り返り、個人・チームで評価する

とともに、新たな開発へつながる問

題点(改善点)を見つけられる。 

 過 程 を 評 価

し、開発した

コンテンツア

プリの新たな

問題を２つ以

上の見方・考

え方を働かせ

て見いだし、

解決方法を構

想している。 

 

【評価方法】 

●ﾜｰｸｼｰﾄ 
 

自らの問題解

決とその過程

を振り返り、

よりよいもの

となるよう改

善・修正しよ

う と し て い

る。 

【評価方法】 

●ﾜｰｸｼｰﾄ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

チームで改善・修正のために考えた
アクティビティ図をもとにコンテ
ンツアプリをバージョンアップし
よう 

開発したコンテンツアプリを評価
し、開発の過程や解決結果、改善及
び修正の方法についてまとめよう 



 

題材名：エネルギー変換の技術によって、よりよい生活と持続可能な社会の構築を目指そう 

   ～防災グッズを自然災害に備えて、見方・考え方を働かせて開発しよう～ 

 

 

１．題材の目標 

 

 

２．評価規準 

(1) 題材の評価規準 

(2) 内容のまとまりごとの評価規準 

① 生活や社会を支えるエネルギー変換の技術の評価規準 

 

 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評
価
規
準 

 生活や社会で利用されているエ

ネルギーの技術についての科学的

な原理・法則や技術の基本的な仕組

み、保守点検の必要性及び、エネル

ギー変換の技術と生活や社会、安全

性や環境との関わりについて理解

しているとともに、安全・適切な製

作、実装、点検及び調整などができ

る技能を身に付けている。 

自然災害時に想定される問題を

見いだして課題を設定し、解決策を

構想し、実践を評価し、新たな問題

に対して改善・修正する力を身に付

けているとともに、よりよい生活や

持続可能な社会の構築を目指して

エネルギー変換の技術を評価し、適

切に選択、管理・運用、改良、応用

する力を身に付けている。 

よりよい生活や持続可能な社会

の構築を目指して、課題の解決に主

体的に取り組んだり、振り返って改

善したりしてエネルギー変換の技

術を工夫し創造しようとしている。 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評
価
規
準 

エネルギー変換についての科学

的な原理・法則や技術の基本的な仕

組み及び、エネルギー変換の技術と

安全性や環境との関わりについて

理解している。 

生活や社会で利用されているエ

ネルギー変換の技術に込められた

工夫を安全性と環境との関わりな

どの視点から読み取り、エネルギー

変換の技術の見方・考え方に気づい

ている。 

よりよい生活や持続可能な社会

の構築を目指して、主体的にエネル

ギー変換の技術と関わり、理解し、

技能を身に付けようとしている。 

技術・家庭科（技術分野） 第２学年 題材指導計画             沖縄県版【R６】 

内容のまとまり 

内容「Ｃ エネルギー変換の技術」 

（１）生活や社会を支えるエネルギー変換の技術 

（２）エネルギー変換の技術による問題の解決 

（３）社会の発展とエネルギー変換の技術 

 エネルギー変換の技術の見方・考え方を働かせ、自然災害に備えた防災グッズを開発する実践的・体験的な活動を

通して、生活や社会で利用されているエネルギー変換の技術についての基本的な理解を図り、それらに係る技能を身

につけ、エネルギー変換の技術と安全性や環境との関わりについて理解を深める。生活や社会の中からエネルギー変

換の技術と使用・廃棄まで考えた安全性、環境に関わる問題を見いだして課題を設定し解決する力、よりよい生活や

持続可能な社会の構築に向けて、適切かつ誠実にエネルギー変換の技術を工夫し創造しようとする態度を身に付け

る。 



② エネルギー変換の技術による問題の解決の評価規準 

③ 社会の発展とエネルギー変換の技術の評価規準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評
価
規
準 

工具や機器を使用して、安全・適
切に、電気回路や力学的な機構を作
り、筐体に組み立て、設計通りに動
作するかどうかの点検及び調整等
ができる技能を身に付けている。 

自然災害で想定される問題を見
いだしてエネルギー変換の技術と
使用・廃棄までの安全性や環境など
を考慮した課題を設定し、構想を回
路図や製作図等に表し、最適な解決
策を考え、課題の解決過程や結果を
評価、改善及び修正する力を身に付
けている。 

よりよい生活や持続可能な社会
の構築を目指して、主体的にエネル
ギー変換の技術と関わり、理解し、
技能を身に付けようとしたり、学習
を振り返り、改善・修正しようとし
ている。 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評
価
規
準 

生活や社会、環境との関わりを踏
まえて、エネルギー変換の技術の概
念を理解している。 

安全性や環境に対する負荷など
の多様な視点で、エネルギー変換の
技術を評価し、適切な選択と管理・
運用の在り方や新たな発想に基づ
いて改良、応用について考えてい
る。 

よりよい生活や持続可能な社会
の構築を目指して、利用者と開発者
の両方の立場からエネルギー変換
の技術を工夫し創造しようとして
いる。 



＜期待される生徒の姿＞ 
・防災ライト作ると決めたけど、その時に合わせてどんなことに注目して技術の見方・考え方を働かせるかわ
かるようになった。 

・技術の見方・考え方に合わせて、その場に何が１番最適か考えるのが大切だと思った。 
・周りの状況によって必要な条件が違うので、設計・計画でイメージをしっかり持ち、１番最適な答えを考え
られるようになった。 

３．題材構造図「Ｃ エネルギー変換の技術 (１)～(３)」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

貫く課題 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

防
災
グ
ッ
ズ
を
自
然
災
害
に
備
え
て
、
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
て
開
発
し
よ
う 

題材「エネルギー変換の技術によって、よりよい生活と持続可能な社会の構築を目指そう」(全 17 時間） 

」 

③電気機器の保守点検 
 電気事故防止や安全に使用する
ための方法について理解する。 
【社会からの要求】【生産から使用・廃
棄までの安全性】【変換の効率】【環境
への負荷や省エネルギー】【経済性】
（１）ア 
 

⑩評価、改善・修正、再設計・ 
計画 

 設計した回路(ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ)を紹介
し、他者からの評価をもとに、見
方・考え方を働かせて、回路の再
設計・計画を検討する。【社会から
の要求】【生産から使用・廃棄までの安
全性】【出力】【変換の効率】【環境への
負荷や省エネルギー】【経済性】（２）
イ 

進んでエネルギー変換の技
術と関わり、主体的に理解
し、技能を身に付けようと
している。 

見方・考え方を働かせて、問
題を見いだし、設定した課
題の解決策を構想し、解決
に向けて、粘り強く取り組
もうとしている。 

持続可能な社会の構築に向
けて、技術を工夫し、創造し
ようとしている。 

⑪⑫⑬⑭製作 
 設計した回路をもとに、ブレッ
ドボードプリント基板に回路を作
成し、筐体に組み立て、防災グッ
ズとして製品化する。 
【生産から使用・廃棄までの安全性】
【出力】【変換の効率】（２）ア 

自らの問題解決とその過程
を振り返り、改善・修正しよ
うとしている。 

①機構の仕組み、保守点検 
 機構で行われているエネルギー
変換の仕組みや機器の性能維持や
安全に利用するための方法につい
て理解する。 
【社会からの要求】【生産から使用・廃
棄までの安全性】【出力】【変換の効
率】【環境への負荷や省エネルギー】
【経済性】（１）ア 

②発電と電気供給の仕組み 
 発電の原理の仕組みを理解し、
電気を安定供給するための仕組み
を知り、電気機器が動作する原理
を理解する。 
【社会からの要求】【出力】【変換の効
率】【環境への負荷や省エネルギー】
（１）ア 

⑤⑥電気回路の仕組み 
 ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝを活用しながら、簡単
な回路を作成し、電気回路の構成
と電子部品の働きを理解する。 
【社会からの要求】【出力】【環境への
負荷や省エネルギー】（２） ア 

④エネルギー変換の技術による
問題解決の工夫 

 既製品に込められた開発者の意
図を読み取り、エネルギー変換の
技術における問題解決の工夫につ
いて考える。【社会からの要求】【生産
から使用・廃棄までの安全性】【出力】
【変換の効率】【環境への負荷や省エネ
ルギー】【経済性】（１）イ 

⑦問題の発見、課題の設定 
 自然災害が発生した際に、起こ
える問題をエネルギー変換の技術
の見方・考え方を働かせて、最適
な解決策を見つけ出すことができ
る。【社会からの要求】【生産から使
用・廃棄までの安全性】【出力】【変換
の効率】【環境への負荷や省エネルギ
ー】【経済性】（２）イ 
 

⑧⑨設計・計画 
 問題解決に向けて、設定した課
題を実現するために必要な回路の
構成を考え、基本回路を参考にし
て回路図に表し、ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝして、
解決策を具現化することができ
る。【社会からの要求】【生産から使
用・廃棄までの安全性】【出力】【変換
の効率】【環境への負荷や省エネルギ
ー】【経済性】（２）イ 

⑰これからのエネルギー変換の 
技術 

 よりよい生活や持続可能な社会
の実現するためにこれからのエネ
ルギー変換の技術のあり方につい
て考えをまとめることができる。
【社会からの要求】【生産から使用・廃
棄までの安全性】【出力】【変換の効
率】【環境への負荷や省エネルギー】
【経済性】（３）イ 

⑮評価、改善・修正 
 防災グッズの開発者として、製
品の良さを発信し、相互評価を活
用して、成果物の改善・修正がで
きる。【社会からの要求】【生産から使
用・廃棄までの安全性】【出力】【変換
の効率】【環境への負荷や省エネルギ
ー】【経済性】（２）イ 

⑯新たな問題の発見 
 これまで学習してきたことを振
り返り、生活や社会との関わりを
踏まえたエネルギー変換の技術の
概念について理解する。 
【社会からの要求】【生産から使用・廃
棄までの安全性】【出力】【変換の効
率】【環境への負荷や省エネルギー】
【経済性】（３）ア 



４．題材の指導計画               ≪●：記録に残す評価、○指導に生かす評価≫ 

時
数 

指
導 

要
領 

内
容
の 

ま
と
ま
り 

学
習 

過
程 

学習内容 

観点別学習状況の評価 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 
取り組む態度 

１ 

Ｃ 
(1) 
ア 

生
活
や
社
会
を
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
の
技
術 

既
存
の
技
術
の
理
解 

 
 
 

 
・機構で行われているエネルギー変

換の仕組みや機器の性能維持や安全

に利用するための方法について理解

する。 
 
 
 
 
 

力学的エネル
ギーの多様な
運動の変換と
力の伝達方法
等の基礎的な
エネルギー変
換の技術の仕
組みとそれを
支える共通部
品や規格等の
役割について
理 解 し て い
る。 
 

【評価方法】 

●小テスト 

○ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

進んで学習し

た 知 識 や 技

能、身につい

た思考力・判

断力・表現力

を活かし、生

活と技術の関

わりを見つけ

ようとしてい

る。または、エ

ネルギー変換

の 技 術 の 見

方・考え方を

働かせて、技

術をとらえよ

う と し て い

る。 

 
【評価方法】 

●振り返り 

シート 

２ 

Ｃ 
(1) 
ア 

 
 
 

 
・発電の原理の仕組みを理解し、電

気を安定供給するための仕組みを知

り、電気機器が動作する原理を理解

する。 
 
 

電気エネルギ

ーについての

科 学 的 な 原

理・法則と、エ

ネルギー変換

の技術の基礎

的な仕組みを

理 解 し て い

る。 

 

【評価方法】 

●小テスト 

○ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

３ 

Ｃ 
(1) 
ア 

 
 
 

 

・電気事故防止や安全に使用するた

めの方法について理解する。 

 

電気事故を防
止する方法及
び定期点検の
必要性につい
て知り、日常
生活において
機器を安全に
使用する方法
を理解してい
る。 
 
【評価方法】 

○ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 
 

４ 

Ｃ 
(1) 
イ 

 
 

 
・既製品に込められた開発者の意図
を読み取り、エネルギー変換の技術
における問題解決の工夫について考
える。 

 

 製品に込めら

れた問題解決

の工夫を読み

取り、エネル

ギー変換の技

術の見方・考

え方に気付い

ている。 

 

【評価方法】 
●ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

機械を安全に使用するための点検
やエネルギー伝達・変換方法につい
て理解しよう 

日常生活で利用している電気エネ
ルギーがどのように発電され、供給
されているのか理解しよう 

電気を安全に使用するためには、ど
んなことに注意するべきなのかを
理解しよう 

電化製品を分解し、製品に込められ
た問題解決の意図を考えてみよう 



時
数 

指
導 

要
領 

内
容
の 

ま
と
ま
り 

学
習 

過
程 

学習内容 

観点別学習状況の評価 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 
取り組む態度 

５
６ 

Ｃ 
(2) 
ア 

エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
の
技
術
に
よ
る
問
題
解
決 

基
本
回
路
の
設
計 

 

 

 

 
・シミュレーションを活用しなが
ら、簡単な回路を作成し、電気回路
の構成と電子部品の働きを理解す
る。 

電気回路に必

要な構成を理

解し、簡単な

回路の作成が

できる。 

【評価方法】 

●実技テスト 

○Tinkercad 

 

技術の見方・
考え方を働か
せて、問題を
見いだし、自
分なりの解決
策を構想して
粘り強く、製
作に取り組も
う と し て い
る。または、学
習活動の内容
を振り返り、
次時の見通し
を立て、取り
組もうとして
いる。 
 

【評価方法】 

●振り返り 
シート 

○ﾜｰｸｼｰﾄ 
○防災グッズ
開発コスト
計算シート 

○Tinkercad 

７ 

Ｃ 
(2) 
イ 

問
題
の
発
見 

課
題
の
設
定 

 
 
 

 

・自然災害が発生した際に、起こえ

る問題をエネルギー変換の技術の見

方・考え方を働かせて、最適な解決

策を見つけ出すことができる。 

 自然災害で想
定される問題
を見いだして
エネルギー変
換の技術と使
用・廃棄まで
の安全性や環
境などを考慮
した課題を設
定している。
【評価方法】 

●ﾜｰｸｼｰﾄ 

８ 
９ 

Ｃ 
(2) 
イ 

設
計
・
計
画 

 

 

 

・問題解決に向けて、設定した課題

を実現するために必要な回路の構成

を考え、基本回路を参考にして回路

図に表し、ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝして、解決策を

具現化することができる。 

製作・実装に

必要な図を描

き表すことが

できる。 

 
【評価方法】 

○ﾜｰｸｼｰﾄ 

○Tinkercad 

設定した課題
の 解 決 に 向
け、回路や製
品の構造を構
想し、使用部
品の選択や回
路の試行・試
作等をくり返
して解決策を
具体化してい
る。 
【評価方法】 
●小テスト 
●ﾜｰｸｼｰﾄ 
●Tinkercad 
○防災グッズ
開発コスト
計算シート 

10 
Ｃ 
(2) 
イ 

評
価
、
改
善
・
修
正 

再
設
計
・
計
画 

 

 

 

 
 

・設計した回路(ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ)を紹介
し、他者からの評価をもとに、見方・
考え方を働かせて、回路の再設計・
計画を検討する。 

 

 

 他者からの評
価をもらい、
開発する回路
の改善・修正
方法を考え、
試行・試作等
をくり返して
解決策を具現
化している。 
【評価方法】 
○ﾜｰｸｼｰﾄ 
○Tinkercad 

11 
12 
13 
14 

Ｃ 
(2) 
ア 
イ 

製
作
・
制
作
・
育
成 

 

 

 

 

・設計した回路をもとに、ブレッド

ボードプリント基板に回路を作成

し、筐体に組み立て、防災グッズと

して製品化する。 

 

安全・適切に
電気回路を製
作し、筐体な
ど に 取 り 付
け、製作品の
動作点検及び
調整等ができ
る。 
【評価方法】 
●製作物 

 

シミュレーション（Tinkercad）を活
用して、電気回路の構成と電子部品
の働きを理解しよう 

エネルギー変換の技術の見方・考え
方を働かせて、自然災害時に役立つ
製品の課題を設定しよう 

設定した課題をもとに、Tinkercad
を使って回路の設計をしよう 

設計した回路のシミュレーショ
ンを用いて紹介し、他者からの
評価を受けて改善・修正方法を
考えよう 

実際に回路を組み立て、安全に動作
するか点検し、ケースに実装して製
品化してみよう 



時
数 

指
導 

要
領 

内
容
の 

ま
と
ま
り 

学
習 

過
程 

学習内容 

観点別学習状況の評価 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 
取り組む態度 

15 
Ｃ 
(2) 
イ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
の
技
術
に
よ
る
問
題
解
決 

評
価
、
改
善
・
修
正 

 

 

 

 

・防災グッズの開発者として、製品

の良さを発信し、相互評価を活用し

て、成果物の改善・修正ができる。 

 完成した製作

品が課題を解

決できたかを

評価し、設計

や製作の過程

に対する改善

及び修正方法

を 考 え て い

る。 

【評価方法】 

●完成ﾚﾎﾟｰﾄ 

自らの問題解

決の過程を振

り返り、改善・

修正しようと

している。 

 

【評価方法】 

●完成ﾚﾎﾟｰﾄ 

●振り返り 

   シート 

16 
Ｃ 
(3) 
ア 

社
会
の
発
展
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
の
技
術 

新
た
な
問
題
の
発
見 

 

 

 

 

 

・これまで学習してきたことを振り

返り、エネルギー変換の技術が生活

や社会にどのように関わっているか

考え、エネルギーの技術の概念につ

いて理解する。 

これまでの学

習とエネルギ

ー変換の技術

が果たす役割

や影響を踏ま

えて、エネル

ギー変換の技

術の概念を説

明することが

できる。 

 

【評価方法】 

●ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

持続可能な社

会の実現を目

指して、エネ

ルギー変換の

技 術 を 評 価

し、適切な選

択、管理・運用

の在り方や新

たな発想に基

づいた改良、

応用について

利用者と開発

者の両方の立

場から技術の

将来展望につ

いて考えよう

としている 

 

【評価方法】 

●ﾜｰｸｼｰﾄ 

17 
Ｃ 
(3) 
イ 

こ
れ
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
の
技
術 

 

 

 

 

 

・よりよい生活や持続可能な社会の

実現するためにこれからのエネルギ

ー変換の技術のあり方について考え

をまとめることができる。 

 持続可能な社

会の実現を目

指して、エネ

ルギー変換の

技 術 を 評 価

し、適切な選

択、管理・運用

の在り方や新

たな発想に基

づき改良、応

用について考

えている 

【評価方法】 

●ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

開発した防犯グッズを紹介し、相互
評価を行い、さらなる開発に向けた
改善策を考えよう 

これまで学習してきたことを振り
返り、エネルギー変換の技術が生活
や社会でどのように利用されてい
るか見てみよう 

よりよい生活や持続可能な社会を
実現するためにエネルギー変換の
技術は今後どうなっていくのだろ
う 


